
氏名 丸田　健

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

学部担当科目

・人間論Ⅰ（一）（二）
・人間論Ⅲ（一）（二）
・人間論Ⅷ（一）（二）
・哲学概論
・倫理学概論
・生と死の哲学
・表現技法Ⅰ

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本哲学会、関西哲学会、科学基礎論学会、日本科学哲学会

人と物に関する研究、ヴィトゲンシュタイン研究

教養科目の講義（哲学・思想関連）を主に担当。授業の工夫としては、①教養科目とい
うことで、人間に関する幅広いトピックを取り上げるよう努力している；②毎回レジュ
メを作成し、授業で活用している；③学生が関心を持てるよう、身近な具体例の提示を
心掛けている。

大阪大学大学院人間科学研究科人間学専攻博士後期課程単位取得退学

MPhil (Wales)、博士（人間科学、大阪大学）

哲学、人間学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
①後期ヴィトゲンシュタイン哲学（彼の心理学の哲学と呼ばれる領域）の研究を、引き
続き行っている。
②最近は、「物」という問題系から人間を捉えることに関心を持っている。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・就職委員会、キャリア教育委員会、初年次教育ワーキンググループ 委員
・ソフトテニス部、硬式庭球部、野外活動愛好会 顧問

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目



単著

⑤

①「工芸の美について――
アレントと使用対象物」

②

④

③

研究業績[著書、学術論文等]

（学術論文）

著書､学術論文等の名称
単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

人間世界における人工物の意味を、
美や使用価値また耐久性から考察し
た。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月
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